
半
田
氏
は
、
戦
争
法
成
立(

15

／

9)

に
よ
り
可
能
に
な
っ
た
自
衛
隊

の
活
動
に
つ
い
て
詳
細
に
解
説
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
活
動
の
う
ち
「
集
団

的
自
衛
権
行
使
」
、
「
米
軍
等
の
戦

闘
へ
の
直
接
支
援
」
は
、
現
時
点
で

は
実
施
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
。
こ

れ
は
米
国
が
戦
争
を
起
こ
し
て
い
な

い
か
ら
だ
。

米
国
の
無
法
・
野
蛮
な
戦
争
を
許

さ
な
い
国
際
世
論
の
力
と
、
米
国
に

従
っ
て
戦
争
し
た
が
る
安
倍
政
権
に

反
対
す
る
私
た
ち
日
本
国
民
の
運
動

が
、
違
憲
の
戦
争
法
の
出
番
を
封
じ
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小金井平和の日連携市民事業

【
こ
が
ね
い
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
５
】
二
〇
一
四
年

一
一
月
九
日
の
「
ピ
ー
ス
パ
レ
ー
ド
」
や
、
二
〇
一
五

年
三
月
七
日
の
「
小
金
井
平
和
の
日
・
市
民
イ
ベ
ン
ト
」

を
実
施
し
た
市
民
た
ち
が
、
安
全
保
障
法
案
に
反
対

す
る
た
め
に
始
め
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
駅
頭
宣
伝
活
動

や
反
対
の
国
会
請
願
署
名
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
安

倍
政
権
の
「
戦
争
が
で
き
る
国
づ
く
り
」
を
ス
ト
ッ
プ

さ
せ
、
い
の
ち
と
平
和
を
守
る
た
め
に
連
続
し
た
多
彩

な
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

絵
本
展
は
今
年
５
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。
平
和
や
人
権
を
テ
ー
マ
に
し

た
１
０
０
冊
を
超
え
る
絵
本
が
並
ぶ

コ
ー
ナ
ー
に
は
人
が
絶
え
ず
、
「
毎

回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
」
と

お
っ
し
ゃ
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
２
日
間
で
延
べ
３
５
０
人

と
増
え
て
い
ま
す
。
「
は
だ
し
の
ゲ

「
い
の
ち
と
平
和
の
絵
本
展
」

３
月
10

日
、
11

日

画
を
揃
え
た

コ
ー
ナ
ー
で
は
、

じ
っ
く
り
真
剣

な
表
情
で
読
む

若
者
の
姿
が
多

く
み
ら
れ
ま
し

た
。

(

緑
町/

中
嶋)

半
田
滋
氏
講
演
会

３
月
21

日

て
い
る
。

し
か
し
半
田
氏
指
摘
の
通
り
、
安

倍
９
条
改
憲
の
狙
い
は
「
戦
争
法
の

合
憲
化
」
と
「
自
衛
隊
を
名
実
と
も

に
軍
隊
化
す
る
こ
と
」
に
あ
る
。
冗

談
じ
ゃ
な
い
！
そ
ん
な
輩
に
は
9

条

に
指
一
本
触
れ
さ
せ
て
な
る
も
ん

か
！(

中
町/

倉
科)

「
原
爆
と
人
間
展
」

２
月
23

日
、
24

日

原
水
爆
禁
止
小
金
井
協
議
会
は

「
原
爆
と
人
間
展
」
を
宮
地
楽
器

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

２
日
間
で
、
１
４
０
人
を
超
え
る

来
場
者
数
で
し
た
。
原
爆
の
悲
惨
な

実
相
を
目
の
当
た
り
に
し
た
来
場
者

か
ら
は
、
「
戦
争
は
ひ
ど
い
も
の
で

す
ね
」
、
「
今
度
は
子
ど
も
を
連
れ

て
見
に
き
た
い
で
す
が
、
い
つ
や
る

の
で
す
か
」
な
ど
、
カ
ッ
プ
ル
の
若

者
や
高
齢
者
、
子
育
て
世
代
な
ど
幅

広
い
方
々
か
ら
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。(

東
町/

森
戸)

ン
」
や
「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
」
な

ど
戦
争
や
平
和
を
テ
ー
マ
と
す
る
漫

戦
後
在
日

50

年
史

「
在
日
」

３
月
29

日

「
映
画
で
み
る
”
在
日
”
」
は
、

映
画
と
ト
ー
ク
で
7

時
間
と
い
う
無

謀
な
企
画
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常
に

満
席
、
2

５
0

人
の
方
々
に
お
越
し

い
た
だ
い
た
。

こ
の
日
の
メ
イ
ン
は
、
戦
後
日
本

の
50

年
を
在
日
の
視
点
か
ら
描
い
た

映
画
『
在
日
』
。
貴
重
な
記
録
映
像

と
在
日
当
事
者
、
研
究
者
の
証
言
に

よ
っ
て
綴
ら
れ
て
い
く
。
日
本
と
朝

鮮
の
関
係
の
な
か
で
翻
弄
さ
れ
、
日

本
国
家
に
よ
る
排
除
と
差
別
に
さ
ら

さ
れ
な
が
ら
も
生
き
抜
く
在
日
が
そ

こ
に
は
い
た
。
日
本
人
の
戦
後
の
平

和
意
識
の
虚
妄
さ
を
突
き
つ
け
ら
れ

た
気
が
し
た
。(
中
町/

陣
内)

小
金
井
公
園
で
異
様
な
光
景
を
見

ま
し
た
。
４
月
20

日
（
土
）
と
21

日
（
日
）
の
「
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
」

会
場
に
25

ミ
リ
機
関
砲
を
搭
載
し

た
軍
用
車
が
来
て
、
車
上
で
次
々
に

家
族
連
れ
が
自
衛
隊
員
と
記
念
撮
影

し
て
い
る
の
で
す
。
子
ど
も
フ
ェ
ス

タ
に
機
関
砲
が
必
要
で
す
か
。
主
催

は
公
園
と
商
工
会
で
小
金
井
市
が
後

援
で
す
。
誰
が
機
関
砲
軍
用
車
を
呼

ん
だ
の
で
す
か
、
そ
れ
と
も
自
衛
隊

の
独
断
で
す
か
。
自
衛
隊
の
明
文
改

憲
の
先
取
り
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

異
様
が
日
常
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
ま

す
。
（
貫
井
北
町/

内
田
）

自
衛
隊
の

明
文
改
憲
の
先
取
り
か
？

９事業・のべ1000人を超える参加者



2019 平和といのちと人権を！５・３憲法集会

小金井からも30名以上が参加

賛 同 イ ベ ン ト

憲
法
記
念
日
の
5

月
3

日
江
東
区
の
臨
海
防
災
公
園

は
再
び
「
戦
争
す
る
国
へ
の

道
」
に
つ
な
が
る
憲
法
9

条

改
憲
に
反
対
す
る
過
去
最
高

の
6

万
5

千
人
以
上
の
参

加
者
の
声
が
満
ち
あ
ふ
れ
ま

し
た
。

小
金
井
か
ら
は
30

名
以
上

が
参
加
し
ま
し
た
。

立
憲
、
共
産
な
ど
野
党
5

会
派
の
党
首
ら
も
参
議
院
選

挙
で
改
憲
を
断
念
さ
せ
る
た

め
共
同
で
戦
う
と
の
決
意
が

表
明
さ
れ
ま
し
た
。

第39回みんなで憲法を考えてみる集い

平成から令和へ？日本はどこに行くのか

日時：5月19日(日）10時～12時15分

講師：西谷修さん（東京外国語大学名誉教授）

会場 ：小金井市市民会館萌え木ホール

参加費： 500円（学生無料）

主催 ：小金井を住みよくする会

連絡先 ：内田 090-3813-7739

安倍9条改憲NO！憲法審査会に自民党改憲案を
「提示」させるな！5.19国会議員会館前行動

日時：5月19日(日) 14時～15時

場所：第２議員会館前を中心に
主催：戦争させない・9条壊すな総がかり行動実行委員会

「示そう辺野古NO！の民意を」全国総行動
日時：5月25日(土) 14時～15時30分

場所：国会周辺

共催：基地の県内移設に反対する県民会議

「止めよう！辺野古埋め立て」国会包囲実行委員会

戦争させない・9条壊すな総がかり行動実行委員会

ク
ロ
ー
バ
が
咲
き
乱
れ
る

会
場
で
は
、
6

、
5

万
人

の
人
々
が
「
安
倍
政
権
退

陣
！
」
と
カ
ー
ド
を
掲
げ
声

を
挙
げ
ま
し
た
。
壇
上
の
ゲ

ス
ト
ト
ー
ク
で
私
が
一
番
気

に
入
っ
た
の
は
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
永
田
浩

三
さ
ん
。
安
倍
首
相
を
「
同

級
生
の
あ
べ
君
」
と
呼
び
、

ユ
ー
モ
ア
と
毒
味
た
っ
ぷ
り

の
小
気
味
よ
い
お
話
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
残
念
だ
け
ど
、
君
と
ト

ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
友
達
な

ん
か
じ
ゃ
な
い
。
欠
陥
だ
ら

け
の
高
額
な
兵
器
を
買
わ
さ

れ
る
カ
モ
に
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
す
。
君
に
は
戦
争
の
中

で
傷
つ
い
た
人
、
声
を
上
げ

ら
れ
な
い
弱
い
人
を
思
い
や

る
気
持
ち
が
欠
け
て
い
ま
す
。

中
略

友
達
に
え
こ
ひ
い
き

を
し
、
国
の
仕
組
み
を
私
物

化
す
る
こ
と
。
そ
れ
は
友
情

で
は
な
い
！
」
「
こ
れ
以
上
、

日
本
社
会
を
壊
す
こ
と
は
や

め
な
さ
い
！
こ
れ
以
上
、
沖

縄
を
い
じ
め
る
の
は
や
め
な

さ
い
！

大
事
な
憲
法
を
い

じ
る
の
は
や
め
て
お
と
な
し

く
身
を
引
き
な
さ
い
！
」

(

貫
井
北
町/

田
頭)

自
衛
隊
に
よ
る
名
簿

閲
覧
。

小
金
井
で
も
。

提
出
に
応
じ
る
義
務
は
明

記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

小
金
井
市
で
は
、
毎
年

自
衛
隊
協
力
本
部
が
市
長

に
面
会
す
る
と
と
も
に
、

昨
年
度
は
18

歳
、
22

歳
等

の
３
６
０
０
名
を
超
え
る

名
簿
の
閲
覧
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
自
衛
隊
を
憲
法

９
条
に
明
記
す
る
た
め
の

下
地
づ
く
り
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。(

東
町/

森
戸)

安
倍
晋
三
首
相
は
今
年

の
自
民
党
大
会
で
、
憲
法

改
正
に
絡
め
て
「
自
衛
隊

員
募
集
に
対
し
、
都
道
府

県
の
６
割
以
上
が
協
力
を

拒
否
し
て
い
る
と
い
う
悲

し
い
実
態
が
あ
る
」
と
発

言
し
ま
し
た
。
こ
の
発
言

は
自
治
体
に
対
す
る
圧
力

で
あ
り
看
過
で
き
ま
せ
ん
。

自
衛
官
募
集
に
つ
い
て

市
町
村
に
協
力
を
求
め
る

根
拠
と
な
る
自
衛
隊
法
な

ど
で
は
、
市
町
村
が
資
料

安
倍
首
相
、
自
民
党
は

「
改
め
て
国
民
世
論
を
呼
び

覚
ま
し
、
改
憲
の
道
筋
を
つ

け
る
」
と
草
の
根
の
運
動
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

参
議
院
選
挙
で
改
憲
勢
力

が
過
半
数
を
制
す
る
と
憲
法

審
査
会
強
行
、
臨
時
国
会
改

憲
発
議
会
、
来
年
通
常
国
会

国
民
投
票
と
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
新
憲
法
で
」
が
現
実
化

し
ま
す
。

参
議
院
選
挙
改
憲
勢
力
を

少
数
に
追
い
込
む
た
め
諦
め

ず
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

(

貫
井
北
町/

吉
武)


